
 

 

  

 

 

「過去から現在、そして未来へ～心のバトン～」 

校長  安井 健二  

 

明治５（１８７２）年に領布された「学制」により、翌明治６（１８７３）年５月９日に開校

した西紀小学校は、今年で創立１５０周年を迎えました。 

開校から１５０年、西紀小学校は種々の変遷を経ながら数多くの卒業生を輩出しました。その

先輩方が一日一日を大切に創り上げてこられた伝統が今の西紀小学校の土台になっているのだと

思うと身が引き締まります。 

さて、小学生の作文にこんなのがありました。「わたしはスイカがすきです。・・・にじいろ

スイカをつくってたくさんのひとにたべてもらいたいです。」 

実は、これは私の娘が小学生の時に「大きくなったら」という作文の中に書いた一節です。

「虹色のスイカ」なんて今の技術ではできないのかもしれません。突拍子もない作文内容に、当

然のごとくたくさん添削されていました。友だちからは、「そんなスイカできないわ！」とか、

「スイカは夏にしかつくれないやん！」とか言われてショックを受けていました。今、その娘も

大人になり「にじいろスイカをつくりたい！」とは言いません。 

私もそうですが、成長するにつれて「こんなことを言っては笑われる」と思ったり、「そんな

できないことを言わないで！」と言われたりして、自分の夢に柵をし、あきらめ、変更して、 

・・・それがある意味、大人になることなのかもしれません。 

ほんの２００年前に月を見て、「月に行きたい！」と夢を語った人は、「馬鹿なことを言う

な！行けるわけないやろ！」と言われたことでしょう。しかし、今民間人でも宇宙に行ける時代

になっています。山中先生がＩＰＳ細胞を発見されたことにより、これまで治らないと思われて

いた病気も治るという期待が持てる時代になりました。 

大人になる過程で今在籍している「西紀っ子」も夢を少しずつあきらめざるを得ない時が来る

かもしれません。しかし、まだまだ小学生です。自分で限界を決めず、壮大な夢を語って、それ

に向かっての歩みを続けて欲しいと思います。 

私たち大人は、子どもたちの夢を応援するために経験から得たアドバイスをしなければならな

い時があります。しかし、経験から得たアドバイスが、時として子どもが自分で考え、判断する

機会を減らし、子どもの可能性を止める先回りしたアドバイスにならないように気を付けなけれ

ばなりません。 

「西紀っ子」が夢を語り、夢にむかって進み、ぶったまげるような夢を実現し、西紀小学校を

卒業された先輩方が過去から現在へ繋いでこられた「心のバトン」を未来の西紀っ子へ引き継い

でくれることを心から望んでいます。 
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広島への修学旅行 

・・・小学生生活最高の思い出になりました 

 １０月２６日、２７日、６年生が広島への修学

旅行に行きました。 

１日目、広島市へ到着後、広島平和記念資料館

に行き、展示されているものを見ながら「戦争の

悲惨さ」と「平和の尊さ」を感じることができま

した。その後、広島平和記念公園で平和への誓い

を捧げ、千羽鶴を奉納しました。 

 その日の宿泊先は宮島内のホテルでしたので、

フェリーで宮島に渡り、そこで見たライトアップ

された厳島神社の鳥居は幻想的で、今でも瞼に焼

き付いています。 

 誰もが楽しみにしていたホテルでの友だちとの一

時は、きっと良い思い出としていつまでも心に残るこ

とでしょう。 

 ２日目は、ホテル出発後、五重塔、千畳閣、厳島神

社、宮島水族館を見学し、お楽しみのお土産購入タイ

ムでした。それぞれが、家族のことを考えながら、そ

してお小遣いと相談しながら、思い思いのお土産を購

入していました。 

 最後の昼食は、広島焼体験でした。定員さんに教え

てもらいながらでしたが、みんな上手にできて、大き

なお好み焼きを頬張っていました。 

 満腹になり、適度にバスに揺られ、心地よい時間を過ごしながら西紀小への帰路につきました。 

 ９名の６年生にとって思い出に残る修学旅行になったことだと思います。 

 

「いらっしゃい！いらっしゃい！」 

 １１月１２日、５年生が西紀中地区振興祭「第１回げんき・

げんき祭り」で、学校田で収穫したお米「ドリー米Ｓ」を販売

しました。 

 １０時、売り始めると５年生の威勢の良い「いらっしゃい！

いらっしゃい」の声が響き渡りました。明るく元気に販売して

いる様子に、道行く人も足を止め、財布のひもを緩めご購入い

ただきました。 

３ｋｇ１０００円のドリー米Ｓ、

児童のコメント入り２７袋がほんの３０分余りで完売しました。 

 田植えの時からご指導いただいた方々にお礼申しあげます。ありがと

うございました。 


